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2018年、初夏。

京都文教大学にほど近い向島地域で

京都ダルクのグループホーム建設反対運動が巻き起こりました。

心理学サークルROADのメンバーであった私と髙橋君は

SNSに投稿された張り紙の写真や紛糾する説明会

そして私たちの大学が掲げる

地域共生社会について議論を交わしました。

それから半年間の準備期間を経てスタートしたのが

地域連携学生プロジェクトREACHです。

知識の中に生の人間はいません。

大学の外へ出て、地域で暮らすひとりひとりのところへ

私たちはREACHする。

そこで得た経験を、また別のひとりひとりに発信していく。

それがREACHという団体名に込められた意味です。

不器用で手探りでも、この一年間の活動は

本当に血の通った、生きたものでした。

本誌を手に取ってくださってありがとうございます。

たくさんの出会いを、ぜひ覗いてみてください。

REACH共同代表 中村詩帆
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ブラインド

カフェ

ダルク

での交流

宇治川福祉の園

レクリエーション

地域の

イベント
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竹松慧美
臨床心理学科１回

◆◆ REACHという企て

2017年に改定された「京都文教大学の三つの方針」
では、本学の教育目標を「ともいき人材の養成」と定め
ています。「ともいき」とは、建学の理念である「四弘
誓願」を現代的に言い換えた語であり、「自己と他者と
の生かし合い」の精神を指します。「自他共に幸せを感
じられる社会」（＝ともいき社会）は、人類が目指すべ
き「理想的な社会」のひとつのかたちと言えるかもしれ
ません。

しかし、現実はどうでしょうか。排他的な言説と冷笑
的な空気が充満し、人々は分断されている。このような
社会に対し、私たちに何ができるでしょうか。何をすべ
きでしょうか。そんな問いの中で生まれたのがREACH
です。

大学を足場に、対話と共生が可能な地域と社会のあり
方を考える。本誌は、そんなREACHの取り組みの一部
を紹介するものです。

REACH共同代表 髙橋直人◆◆

髙橋直人
臨床心理学科３回
REACH共同代表

大熊真司
教育福祉心理学科３回

狐野悠花
臨床心理学科５回

村上翔太郎
臨床心理学科１回

中村詩帆
臨床心理学科５回
REACH共同代表

仲村勇輝
臨床心理学科１回

三島彩夏
臨床心理学科４回

いち
臨床心理学部所属

辻村瑛麻
臨床心理学科５回



・『女性の依存症者の回復』研修参加
・向島元気バザール＆脱力系フェスタ出店
・松田美枝ゼミと京都ダルク研修
・NA ※オープンミーティング見学
・宇治川福祉の園レクリエーション

▲弱視・白濁ゴーグルやアイマスクを用いた
FeeRingの皆さんとのブラインドお茶会

・地域連携学生プロジェクト
採択選考会▶

・リカバリーパレードin京都
・地域連携学生プロジェクト
採択決定

・心理学コミュニティROAD内での勉強会実施

・NPO法人京都マック見学
・京都ダルクの皆さんとアクセサリー作り

・京都ダルクの皆さんとアクセサリー作り

・NAオープンミーティング見学
・宇治川福祉の園レクリエーション
・ともいきフェスティバル出店
・『ぶんきょうサテキャン情報

Spiral Up』掲載
・向島元気バザール出店
・京都ダルクでお餅つきに参加

・AIDS文化フォーラムin京都（ブース出展）
・「地域入門」にて活動報告
・宇治橋通りわんさかフェスタ（出店）

・akakilike×京都ダルク東京公演 舞台鑑賞
・取材 京都新聞（ブラインドカフェ情報）
・REACH×FeeRing ブラインドカフェ開催

・京都ダルクの皆さんとアクセサリー作り
・宇治川福祉の園レクリエーション
・向島元気バザール出店
・「ニューズレターともいき Vol.17」掲載
・京都ダルクグループホーム建設説明会

・akakilike×京都ダルク
京都公演 舞台鑑賞

・オープンキャンパス
ブース出展×２

・NAオープンミーティング見学
・京都ダルクの皆さんと
アクセサリー作り×２

・京都ダルク出張フォーラムin長岡京市
・加藤武士氏（木津川ダルク代表）講演会
「間違いだらけの薬物依存とその解決に向けて」参加
・京都ダルク訪問＆アクセサリー作り説明会
・オープンキャンパスブース出展

・指月祭出店
・京都ダルク16周年記念フォーラム
・京都ダルクの皆さんとアクセサリー作り
・宇治川福祉の園 わくわくまつりボランティア
・活動報告会「REACHって何やってるん？」開催
・「ここがダメだよ京都大学」（研修）

▲活動報告会「REACHって
何やってるん？」のようす

※NA（ナルコティクスアノニマス）：薬物依存からの回復を目指す当事者
（ドラッグアディクト）の国際的かつ地域に根ざした集まり。

▲１２月の元気
バザールのようす

▲オープンキャンパス
REACHブースのようす

▲トークセッション。左から松田
美枝先生、中村、竹松、髙橋

・『Think!生きづらさ
依存症からの「回復」
を見つめる』研修

・チャリティーブランド
JAMMINさん見学

・懇親会inキトゥン
カンパニー
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▶本学学園祭「指月祭」で、
コーヒー・ココア・ハンドメイド
アクセサリーを販売しているようす



来てくださった方に
体験をしてもらうだ
けでなく、いろいろ
な話を聞くことがで
きていい経験になり
ました。

本学には、視覚障がいに関する啓発活動をおこなっている
FeeRing（フィーリング）というサークルがあります。REACH
メンバーで、 FeeRingの代表も経験したロービジョン※当事者

の三島さんが中心となり、2019年9月には京都・五条烏丸にあ
るカフェ「キトゥンカンパニー」さんにて、REACHとFeeRing

のコラボイベントとして「ブラインドカフェ」を開催しました。

ブラインドカフェにご参加いただき、実際に
色々体験してもらうことが、自然な声掛けや
手引きにつながればいいなと思います。私も
ハードルを感じすぎているかもしれないので、
イベントを通して、お互いに気づきがあれば
うれしいです。（三島）

キトゥンカンパニーオーナー 岩井穂積さん

ブラインドカフェを開催していただいて思ったのは、人と人が助け合うことができ
れば多少のバリアがあってもなんとかなりますよね！ということ。そのことを実感
できたのは関係してくださったのみなさんのおかげです。ありがとうございました。

「見えにくい」や「見えない」という体験は、視覚以外の感覚を鋭くするきっかけ
になると思います。その経験をすることで今までとは違った視点を得ることができ
ますので、またどこかでブラインドカフェが開催されるときはぜひ参加してみてく
ださい！

若い方が、いろいろな機器を使い
ながら工夫して楽しく生活されて
いる様子がわかりました。当事者
の方などのお話がきけたことがよ
かったです。大学生ならではの若
い感性で活動されていることがい
いなと思いました。楽しみながら
視覚のことがよくわかりました。

弱視の体験をして、一人で外出するとしたら怖いなと感じま
した。また、明るさの感じ方の違いと、いつも使っている
iPadやスマートフォンに、自分が知らないだけで、役に立つ
機能がそなわっていることにも驚きました。注文の際、メ
ニュー表を読みあげてもらえると理解できるので助かるけど、
聞いたものを覚えつつ決めないといけないことが難しかった
です。それと、食事が運ばれたときに、いつもは大体食べ物
の見た目で「美味しそう」という感想が出るのに対し、一番
に香りを感じて「いいにおいだな」という感想が出たことに
も驚きました。

FeeRingの方々と打ち合わせを重ね、自分も体

験をすることで、外からでは分からなかった
ことを知ることができました。イベントを通
じ、様々な人が感じたことを共有することで、
新しい気づきもあり、それが自身の学びにも
つながるとても有意義な時間でした。（村上）

ブラインドカフェとは…
実際のカフェをお借りして、「椅子に座ったり」
「メニューを読んだり」「飲み物を飲んだり」と
いった何気ない動作を、アイマスクや弱視ゴーグ
ルを使いながらやってみることで、当事者と同じ
ような体験をしてみようという試みです。

※ロービジョン（low vision）：病気、怪我等のために、視機能（視力や視野など）が低下した状態。国際的な定義はなく
単に失明と区別する場合や、弱視や視覚障害と同義で用いられることもある。
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FeeRing木村漱之介さん
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▲オーナーの岩井さんも興味津々です

▲当日使用したゴーグル（中央）と
接客中の三島さん（左）



参加できて
よかった

ＲＥＡＣＨは薬物依存症の回復支援
施設である〈京都ダルク〉の皆さん
と、アクセサリーの制作や、地域の
バザーへの共同出店などをおこなっ
ています。

一緒にアクセサリーを作ったり、作
品を地域のバザーなどで販売するこ
とで、いろいろな人が自身の立場を
超えて「つながる」きっかけになれ
ばと、２０１９年９月から共同制作
をはじめました。（中村・髙橋）

▲ UVレジンとは...
UVライトを当てると硬化する透明
な樹脂のことで、手軽に可愛いア

クセサリーを作ることが出来ます。
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交流は大切だと思います
またやりたいです

今のペースなら大歓迎

アクセサリー
作りを普段するこ
とがないので新鮮

でした
若いエネルギーを

貰いました

いつでも
ウェルカムです

あまり話が
できなかった

色々と僕自身が考えたように
やれたし、今後が楽しみです

学生さんが一生懸命かかわってくれよ
うとする気持ちが嬉しかった

やってみたら集中できて面白かった
丁寧に教えてくれてよかった

今までやったこと
がなかったけれど、
やりだしたら楽し
くやれるように

なった

上手に作れなかっ
たです

今までやったことが
なかったから
楽しかったです

※上記表は、アクセサリー作りにご参加いただいた京都ダルクの皆様に対し、２０１９年９月に実施した無記名アンケート（回答数１４）の結果を基に作成しています。
※本誌に掲載されているレジンアクセサリーの写真は、すべて京都ダルクの皆様とREACHが共同で制作したものです。

■満足■やや満足■どちらでもない
■やや不満■不満

■そう思う■ややそう思う■どちらでもない
■あまりそう思わない■そう思わない

■満足■やや満足■どちらでもない
■やや不満■不満

今だからいえることですが、アクセサリー作
りがこんなに続くとは正直思ってなかったで
す（笑）。今後も僕らなりのペースで続けら
れたらいいなーと思っています。（髙橋）

ダルクのみなさんと初めてアクセサリー作りをした時、最初に
選ばれた色は…ピンク！素敵なギャップに驚きました。現場は
いつも「扇子のデザインだけにセンスがいい」などとおやじ

ギャグが飛び交う、和気あいあいとした雰囲気です。（竹松）



研修に参加してみて、いかに自分自身が薬物依存症やその当事者に対して、偏見をもっていた
かを思い知らされました。特に、京都ダルクや京都マックを見学させていただいて感じたのは、ど
ちらもとてもアットホームな雰囲気であり、仲間という言葉を大切にされていることです。そして、
それぞれの歩幅で回復の道を歩んでおられることも印象的でした。REACHに入ったことで、差別
や偏見を少しでも無くし、その上で私たちが実際に取り組んでる活動や雰囲気を少しでも分かりや
すく地域の方々に伝えたいと思いました。（仲村）

▲３ヶ月に一度、向島中央公園にて開催される「向島元気バザール」のようす。写真は（右・中央）６月と（左）９月。
私たちの隣では京都ダルクのみなさんがフランクフルトを販売しています

▲10月に開催された「宇治橋通りわんさかフェスタ」のようす。アクセサリー
作りのワークショップは、地域のお子さんたちに大人気でした（右）

「宇宙」をモチーフにした貝殻のアクセサリー。素敵ですよね（左）

▲指月祭。ダルクのみなさんも遊びに
来てくれました。写真はスタッフの
太田さん（左端）加藤さん（右端）

写真でご紹介したほかにも、2019年度はたくさんのイベ
ント・バザーなどに出店する機会をいただきました。中
には「ダルクのこと応援していますよ」とか「他にはど
んな活動をされているんですか」などと声をかけてくだ
さる方も。私たちにとっても、地域の方々と直接言葉の
やり取りができる貴重な場だと思っています。（髙橋）

研修では、人が薬物に頼りだすきっかけとして、人間関係のもつ
れや自尊心が低いこと、仲間として認めてもらうためということが
あるということを知りました。その事を知るまでは、なぜ薬物を始
めるのか理解できていませんでしたし、薬物依存は私とは無縁なも
のだと思っていました。しかし研修で当事者の方が話す内容からそ
れぞれの事情を汲み取ることができ、依存症に無縁だと言い切れる
人はいないのではないかと考えるようになりました。
研修や交流を通し、実際に依存症の方々と接してみて、これまで

自分に間違った印象が染みついていたことに気づき、ギャップに驚
きました。「薬物依存＝幻覚に苛まれている」という勝手なイメー
ジを持っていましたが、そのようなことはなく、回復に向かおうと
して色々なことを考えておられる一人ひとりの人間であるということを強く感じました。現場に行ってみ
ることで、無知だったことが原因で勝手に定着させていた自分の中のイメージを砕くことができるように
思います。また、研修に参加することで新たな視野が広がっていき、それが活動のやりがいにつながって
います。（竹松）

REACHでは、アクセサリー作りなどの交流と並行して、
当事者や専門家のお話をうかがう機会も大切にしていき
たいと考えています。多くの皆様のご協力のもと、今年
度は、NA（ナルコティクス・アノニマス）のオープンー
ティングをはじめ、各種フォーラムやシンポジウムなど
にも参加することができました。研修を通じて、REACH
の1回生メンバーは何を感じ、考えたのでしょうか。

▲2019年11月「京都ダルク16周年
記念フォーラム」のようす
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太
田
実
男×

髙
橋
直
人

髙
橋
：
今
日
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

太
田
：
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

髙
橋
：
ま
ず
、
そ
も
そ
も
こ
の
冊
子
を
手
に
取
っ
て
い
た
だ
い

た
方
の
中
に
は
、
ダ
ル
ク
の
こ
と
を
ほ
と
ん
ど
知
ら
な
い
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
私
た
ち
が
所
属
し
て
い

る
臨
床
心
理
学
部
の
学
生
か
ら
も
、
ダ
ル
ク
が
薬
物
依
存
症
の

回
復
支
援
施
設
で
あ
る
こ
と
は
知
っ
て
い
て
も
、
そ
れ
以
上
の

こ
と
は
わ
よ
く
か
ら
な
い
と
い
っ
た
声
も
聞
か
れ
ま
す
。
あ
ら

た
め
て
お
伺
い
し
ま
す
が
、
ダ
ル
ク
に
は
ど
の
よ
う
な
方
が
お

ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

太
田
：
ダ
ル
ク
に
い
る
の
は
主
に
、
薬
物
依
存
症
・
ア
ル
コ
ー

ル
依
存
症
の
人
で
、
特
に
、
薬
物
や
ア
ル
コ
ー
ル
を
辞
め
た
い

と
思
っ
て
る
人
た
ち
が
集
ま
る
場
所
で
す
。

髙
橋
：
そ
う
な
ん
で
す
ね
。
具
体
的
に
は
、
ど
ん
な
取
り
組
み

を
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
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特
定
非
営
利
活
動
法
人

京
都
ダ
ル
ク

施
設
長

地
域
連
携
学
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｈ

共
同
代
表

わ
け
だ
け
れ
ど
、
怒
っ
て
い
る
側
の
人
間
と
い
う
の
は
、
だ
い

た
い
頑
張
り
過
ぎ
て
い
る
人
な
ん
で
す
ね
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、

バ
ラ
ン
ス
が
悪
い
か
ら
そ
う
い
う
こ
と
に
な
る
。
や
る
人
間
は
、

や
ら
な
い
人
間
に
頭
が
き
て
い
て
、
や
ら
な
い
人
間
は
甘
い
汁

だ
け
吸
う
み
た
い
な
。

そ
ん
な
中
で
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
り
と
か
、
ち
ょ
っ
と
し
た

問
題
が
起
き
て
、
自
分
が
ど
ん
な
振
る
舞
い
を
し
て
い
る
か
と

い
う
こ
と
を
感
じ
て
も
ら
う
と
い
う
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
き

ま
す
ね
。

髙
橋
：
な
る
ほ
ど
。
集
団
で
の
取
り
組
み
が
、
自
分
自
身
を
振

り
返
る
契
機
と
な
る
わ
け
で
す
ね
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど

に
も
精
力
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
印
象
が
あ
り
ま
す
。

太
田
：
そ
う
で
す
ね
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
農
作
業
の
就
労
体
験

な
ど
も
や
っ
て
ま
す
。
例
え
ば
、
（
施
設
の
）
前
の
公
園
の
掃

除
な
ん
か
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
や
っ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
時

折
地
域
の
方
か
ら
「
も
っ
と
活
動
を
ア
ピ
ー
ル
し
ろ
」
と
い
う

よ
う
な
こ
と
を
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
。

で
も
、
私
た
ち
の
活
動
と
い
う
の
は
、
誰
か
に
何
か
を
認
め

て
も
ら
い
た
く
て
や
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
ん
で
す
よ
ね
。

認
め
ら
れ
る
た
め
に
や
る
と
か
、
何
か
目
的
が
あ
る
と
か
そ
う

い
う
こ
と
で
は
な
く
て
、
自
分
た
ち
が
「
人
生
を
や
り
直
し
て

い
く
」
と
い
う
回
復
過
程
の
中
で
、
自
分
た
ち
で
自
分
た
ち
の

住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
を
き
れ
い
に
し
て
い
こ
う
と
い
う
、
た
だ

そ
れ
だ
け
の
こ
と
な
ん
で
す
。

と
い
う
の
も
、
回
復
自
体
が
そ
う
い
う
も
の
ー
誰
か
に
許
さ

れ
た
い
た
め
に
人
生
を
や
り
直
す
わ
け
で
は
な
く
て
、
自
分
の

人
生
を
振
り
返
っ
た
時
に
、
こ
れ
で
は
良
く
な
い
と
思
っ
た
時

に
始
ま
る
も
の
ー
で
、
主
体
は
「
自
分
」
な
ん
で
す
。

だ
っ
て
、
「
誰
か
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
」
を
目
的
と
し
て
活

動
し
て
い
た
ら
、
い
つ
か
終
わ
り
が
来
る
か
も
し
れ
な
い
で

し
ょ
。
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
満
足
し
て
し
ま
っ
た
り
、
反
対
に

誰
か
ら
も
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
と
し
た
ら
、
や
っ
て
ら
れ
な
い

と
思
う
。
「
回
復
し
て
い
く
」
と
い
う
の
は
、
「
誰
か
」
で
は

な
く
、
自
分
自
身
が
成
長
し
て
い
く
、
成
長
し
続
け
て
い
く
こ

と
な
ん
で
す
。
だ
か
ら
ダ
ル
ク
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
就

労
体
験
も
そ
う
い
う
位
置
づ
け
に
な
り
ま
す
ね
。

地
域
と
の
関
係

髙
橋
：
私
た
ち
は
こ
の
一
年
間
「
地
域
」
連
携
学
生
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｈ
と
し
て
活
動
し
て
き
て
、
京
都
ダ
ル
ク
さ
ん

と
は
「
地
域
パ
ー
ト
ナ
ー
」
と
い
う
関
係
に
な
る
わ
け
で
す
が
、

太
田
さ
ん
は
、
「
ダ
ル
ク
と
地
域
」
の
関
係
性
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
お
ら
れ
ま
す
か
。
個
人
的
に
は
、
地
域
と
の
つ
な
が
り

や
交
流
を
大
切
に
さ
れ
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
。

太
田
：
そ
う
で
す
ね...

少
し
語
弊
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

地
域
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
い
る
、
と
い
う
よ
り
は

「
縁
」
の
話
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
髙
橋
君
や
文
教
の
学
生
さ
ん
に
も
「
僕
た
ち
の
取

り
組
み
を
是
非
見
て
く
だ
さ
い
」
と
呼
び
か
け
た
わ
け
で
は
な

く
て
、
ひ
ょ
ん
な
こ
と
か
ら
知
り
合
っ
た
で
し
ょ
？

髙
橋
：
そ
う
で
す
ね
。
ひ
ょ
ん
な
こ
と
か
ら
（
笑
）

太
田
：
ま
ず
、
午
前
と
午
後

に
グ
ル
ー
プ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

が
あ
り
ま
す
。
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
で
は
、
か
つ
て
の
自
分
を

振
り
返
っ
て
も
ら
う
こ
と
と
、

ダ
ル
ク
へ
来
て
自
分
は
ど
の

よ
う
に
変
わ
っ
て
い
く
の
か
、

ど
ん
な
人
間
に
な
っ
て
い
き

た
い
の
か
と
い
う
こ
と
を
話

し
ま
す
。
人
の
話
を
聞
い
た

り
、
見
た
り
す
る
中
で
自
分

に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
い

く
、
自
分
と
照
ら
し
合
わ
せ

る
と
い
う
こ
と
が
大
切
に
な

り
ま
す
。

髙
橋
：
私
た
ち
も
何
度
か
グ

ル
ー
プ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
見

学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
ご
自
身
の
経
験
や

想
い
を
率
直
に
語
っ
て

お
ら
れ
る
姿
が
非
常
に

印
象
的
で
し
た
。
そ
の

他
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
？

太
田
：
例
え
ば
、
調
理

実
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、

集
団
で
ひ
と
つ
の
こ
と

を
や
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
そ
の
中
で
サ
ボ
る

人
が
い
た
り
、
そ
の
一

方
で
一
生
懸
命
頑
張
る

人
が
い
た
り
と
か...

そ

う
な
る
と
、
サ
ボ
り
が

ち
な
人
は
時
に
怒
ら
れ

た
り
す
る
こ
と
も
あ
る

▲このプレートを見ると「ダルクに来たな～」
という気持ちになります
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太
田
実
男×

髙
橋
直
人

太
田
：
そ
う
そ
う
（
笑
）
。
そ
う
い
う
、
ひ
ょ
ん
な
こ
と
か
ら

知
り
合
っ
て
、
そ
の
関
係
を
大
事
に
し
て
、
と
い
う
こ
と
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
さ
っ
き
言
っ
た
よ
う
に
「
地
域
の
人
た
ち
に

何
か
を
認
め
ら
れ
た
い
」
と
か
そ
う
い
う
こ
と
で
は
全
然
な
く

て
、
偶
然
か
も
し
れ
な
い
出
会
い
の
中
か
ら
、
「
よ
か
っ
た
ら

何
か
一
緒
に
や
り
ま
せ
ん
か
？
」
と
い
う
話
に
な
っ
て
生
ま
れ

た
関
係
で
す
よ
ね
。

そ
う
い
う
意
味
で
は
「
地
域
と
の
関
係
」
と
い
う
よ
り
は

「
人
と
の
出
会
い
」
を
大
切
に
し
て
い
る
と
い
う
感
じ
で
す
。

別
に
「
地
域
」
は
限
定
さ
れ
て
な
い
か
な
。

髙
橋
：
な
る
ほ
ど
。
特
段
「
地
域
」
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
「
ア

ピ
ー
ル
」
と
い
う
よ
り
は
、
よ
り
広
く
「
人
と
の
出
会
い
」
や

「
縁
」
を
大
切
に
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。

太
田
：
そ
う
い
う
こ
と
で
す
ね
。
で
も
そ
れ
っ
て
、
ダ
ル
ク
の

特
徴
と
い
う
よ
り
は
、
本
来
の
「
人
間
ら
し
さ
」
と
い
う
も
の

な
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

向
島
の
こ
と

髙
橋
：
一
昨
年
（
二
〇
一
八
年
）
か
ら
続
く
、
京
都
ダ
ル
ク
の

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
移
設
へ
の
「
反
対
運
動
」
は
、
京
都
文
教
大

学
の
最
寄
駅
で
あ
り
、
私
も
毎
日
利
用
し
て
い
る
近
鉄
向
島
駅

の
周
辺
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

大
学
か
ら
程
近
い
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
建
設
予
定
地
付
近
に

は
「
建
設
断
固
反
対
」
の
ビ
ラ
が
大
量
に
貼
ら
れ
て
い
て
、
通

学
し
て
い
れ
ば
嫌
で
も
目
に
入
る
ん
で
す
。

私
た
ち
が
所
属
す
る
臨
床
心
理
学
科
の
授
業
で
は
、
依
存
症

の
回
復
過
程
に
お
け
る
自
助
グ
ル
ー
プ
や
ダ
ル
ク
の
重
要
性
が

強
調
さ
れ
る
わ
け
で
す
が
、
大
学
か
ら
一
歩
外
に
出
る
と
そ
の

よ
う
な
価
値
観
と
は
相
容
れ
な
い
光
景
が
広
が
っ
て
い
る
と
い

う
状
況
に
、
当
時
は
な
ん
と
も
言
え
な
い
「
違
和
感
」
を
覚
え

ま
し
た
。

10

す
る
と
、
現
在
の
（
グ
ル
ー
プ
）
ホ
ー
ム
が
古
く
な
っ
て
き
て
、

新
し
い
物
件
を
探
し
て
い
た
の
で
す
が
、
や
っ
ぱ
り
な
か
な
か

貸
し
て
も
ら
え
な
く
て
、
だ
っ
た
ら
「
買
う
て
ま
う
か
」
と
。

そ
れ
だ
っ
た
ら
文
句
を
言
わ
れ
な
く
て
済
む
だ
ろ
う
と
い
う
の

が
そ
も
そ
も
の
始
ま
り
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
反
対
の
声
が
あ

が
っ
た...

な
ん
で
な
ん
で
す
か
ね
（
苦
笑
）

髙
橋
：
う
ー
ん...

何
と
い
う
か...

太
田
：
ま
あ
で
も
、
結
局
あ
れ
が
き
っ
か
け
で
髙
橋
君
た
ち
と

も
出
会
っ
た
わ
け
だ
し
。

髙
橋
：
そ
う
で
す
ね
。
あ
の
件
が
な
け
れ
ば
、
こ
こ
で
こ
う

や
っ
て
お
話
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

太
田
：
そ
う
そ
う
。
す
べ
て
は
そ
う
い
う
こ
と
で
す
よ
。
あ
る

意
味
で
は
「
追
い
風
」
と
い
う
ふ
う
に
捉
え
て
い
ま
す
。

社
会
と
の
つ
な
が
り

髙
橋
：
特
に
昨
年
か
ら
今
年
に
か
け
て
、
京
都
ダ
ル
ク
の
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
移
設
に
関
す
る
報
道
を
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
目
に

す
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

以
前
テ
レ
ビ
取
材
に
つ
い
て
太
田
さ
ん
と
お
話
し
た
際
に
、

「
本
当
は
テ
レ
ビ
に
な
ん
て
出
た
く
な
い
し
、
ダ
ル
ク
の
件
だ

け
な
ら
取
材
に
応
じ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
け
れ

ど
、
当
時
は
南
青
山
の
児
童
相
談
所
の
件
も
話
題
に
な
っ
て
い

て
、
そ
う
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
見
聞
き
し
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、

や
は
り
声
を
あ
げ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
た
」
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
た
の
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

太
田
：
そ
う
で
す
ね
。
つ
い
先
日
も
、
伏
見
区
に
開
設
す
る
は

ず
だ
っ
た
救
護
施
設
の
計
画
が
断
念
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
よ
ね
。
そ
の
よ
う
な
「
社
会
の
状
況
」
そ
の
も
の
を
考
え
て

い
か
な
い
と
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
う
ー
ん...

ど
う
な

ん
や
ろ
。
な
ん
か
髙
橋
君
考
え
て
よ
（
笑
）

髙
橋
：
僕
で
す
か
！
！
（
笑
）
。
僕
も
色
々
考
え
て
い
る
ん
で

す
け
ど
ね...

太
田
：
し
か
し
、
日
本
人
っ
て
デ
モ
と
か
や
ら
な
い
も
ん
ね
。

髙
橋
：
そ
う
で
す
ね
。
個
人
的
に
は
常
々
や
り
た
い
と
は
思
っ

て
ま
す
が
（
笑
）

太
田
：
僕
は
学
歴
も
教
養
も
あ
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
か
ら
よ
く
わ

か
ら
な
い
ん
だ
け
ど
、
で
も
や
っ
ぱ
り
、
国
民
が
ち
ょ
っ
と
流

さ
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

髙
橋
：
そ
う
で
す
ね
。
特
に
こ
こ
数
年
は
、
ち
ょ
っ
と
お
か
し

な
方
向
に
国
が
傾
い
て
い
る
よ
う
な
感
覚
は
あ
り
ま
す
。

太
田
：
ち
ょ
っ
と
前
の
話
に
な
る
け
ど
、
例
え
ば
年
金
の
問
題

と
か
だ
っ
て
、
あ
れ
で
い
い
の
？

髙
橋
：
う
ー
ん...

あ
ま
り
詳
し
く
は
な
い
で
す
が
、
依
然
と
し

て
根
本
的
な
解
決
に
は
至
っ
て
い
な
い
で
す
よ
ね
。

太
田
：
で
も
、
何
も
行
動
を
起
こ
さ
な
け
れ
ば
、
結
局
現
状
を

認
め
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
し
ょ
。
こ
の
話
に
限
っ
た
こ
と
で

は
な
い
け
れ
ど
、
誰
か
が
声
を
あ
げ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思

う
ん
で
す
。
だ
っ
て
、
「
こ
ん
な
ん
で
え
え
の
？
」
っ
て
こ
と

あ
る
で
し
ょ
？

髙
橋
：
あ
り
ま
す
ね
。
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

太
田
：
だ
か
ら
誘
っ
て
欲
し
い
と
い
う
か...

言
っ
て
く
れ
れ
ば

デ
モ
と
か
す
る
よ
（
笑
）

髙
橋
：
本
当
で
す
か
！
？

そ
れ
は
嬉
し
い...

と
い
う
か
心
強

い
で
す
。
他
方
で
、
「
こ
ん
な
ん
で
え
え
の
？
」
と
思
っ
て
い

て
も
、
中
々
声
を
あ
げ
ら
れ
な
い
学
生
も
多
い
よ
う
に
思
い
ま

私
た
ち
の
場
合
、

こ
の
「
違
和
感
」
を

共
有
・
言
語
化
す
る

プ
ロ
セ
ス
の
中
で
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
構
想

が
生
ま
れ
、
や
が
て

Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｈ
が
発
足

す
る
わ
け
で
す
が
、

太
田
さ
ん
は
向
島
で

の
出
来
事
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
お
ら
れ

る
の
で
し
ょ
う
か
。

太
田
：
そ
う
で
す
ね
。

簡
単
に
経
緯
を
説
明

▲通学ルートに今なお残る張り紙
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太
田
実
男×

髙
橋
直
人

す
。
自
治
が
空
洞
化
し
、
学
生
の
自
由
が
大
幅
に
制
限
さ
れ
る

中
で
、
大
学
と
い
う
空
間
そ
の
も
の
が
大
き
く
変
質
し
て
し

ま
っ
た
こ
と
と
も
無
関
係
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
れ
を
言
い

訳
に
は
し
た
く
な
い
で
す
が
、
や
は
り
進
学
や
就
職
を
考
え
る

と
中
々
シ
ビ
ア
な
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
と
は
別
に
「
デ

モ
な
ん
て
無
駄
だ
」
と
い
う
学
生
も
少
な
く
な
い
で
し
ょ
う
が
。

太
田
：
そ
れ
は
国
民
全
体
に
も
言
え
る
こ
と
だ
よ
ね
。

髙
橋
：
そ
う
で
す
ね
。
少
し
大
き
な
話
に
な
り
ま
す
が
、
社
会

全
体
の
意
識
が
変
わ
っ
て
こ
な
い
と...

太
田
：
う
ん
。
変
え
て
い
か
な
い
と
だ
め
だ
よ
ね
。
ダ
ル
ク
の

こ
と
は
い
い
と
し
て
も
、
さ
っ
き
話
し
た
救
護
施
設
の
件
な
ん

て...

「
救
護
」
で
す
よ...

な
ん
と
い
う
か
、
自
分
勝
手
な
人
が
増

え
て
る
よ
ね
。

髙
橋
：
そ
う
で
す
ね
。
そ
れ
に
加
え
て
、
社
会
全
体
の
「
余
裕

の
無
さ
」
の
よ
う
な
も
の
も
感
じ
ま
す
。
こ
の
社
会
に
足
り
な

い
も
の
は
一
体
何
な
の
で
し
ょ
う
か
。
太
田
さ
ん
は
、
ど
ん
な

社
会
が
望
ま
し
い
と
思
い
ま
す
か
？

太
田
：
ど
う
な
ん
や
ろ...

や
っ
ぱ
り
色
々
な
こ
と
が
許
さ
れ
る

社
会...

と
い
う
感
じ
か
な
。
あ
る
い
は
、
多
文
化
の
交
流
と
か...

そ
れ
こ
そ
向
島
の
団
地
の
取
り
組
み
な
ん
か
は
す
ご
い
じ
ゃ
な

い
で
す
か
。

髙
橋
：
そ
う
で
す
ね
。
た
く
さ
ん
学
ぶ
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。

太
田
：
で
も
や
っ
ぱ
り
、
一
人
ひ
と
り
の
意
識
が
変
わ
ら
な
い

こ
と
に
は
中
々
難
し
い
と
思
う
。
例
え
ば
精
神
病
院
や
精
神
疾

患
だ
っ
て
、
少
し
前
ま
で
は
苛
烈
な
差
別
に
さ
ら
さ
ら
て
い
た

け
れ
ど
、
そ
う
い
う
風
潮
と
、
過
去
の
政
策
や
国
の
判
断
は
無

関
係
で
は
な
い
で
し
ょ
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
行
政
が
方
針

を
転
換
す
る
だ
け
で
は
不
十
分
だ
と
思
い
ま
す
。

や
は
り
国
民
に
対
し
き
ち
ん
と
周
知
を
し
な
い
と
。
ダ
ル
ク

だ
っ
て
法
令
に
則
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
、
現
実
に
は

あ
の
よ
う
な
反
対
運
動
が
起
き
て
し
ま
う
わ
け
で
。
国
が
過
去

に
誤
っ
た
対
応
を
し
て
い
た
な
ら
ば
、
間
違
っ
て
い
ま
し
た
と

き
ち
ん
と
認
め
な
い
と
。
二
〇
一
六
年
に
は
（
障
害
者
）
差
別

解
消
法
が
施
行
さ
れ
、
あ
る
い
は
京
都
市
に
は
「
障
害
保
険
福

祉
推
進
室
」
も
あ
る
け
れ
ど
、
そ
れ
ら
が
十
分
に
機
能
し
て
い

る
と
は
到
底
言
い
難
い
状
況
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

11

髙
橋
：
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
件
だ
け
で
な
く
、
例
え
ば
芸
能
人

の
薬
物
使
用
に
関
す
る
過
剰
と
も
言
え
る
世
間
の
反
応
な
ど
を

見
て
い
る
と
、
い
わ
ゆ
る
「
薬
物
乱
用
防
止
教
育
」
と
い
う
も

の
の
弊
害
を
強
く
感
じ
る
の
で
す
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
と
は
思
い
ま
す
が
。

太
田
：
確
か
に
難
し
い
問
題
だ
と
は
思
い
ま
す
。
バ
ラ
ン
ス
の

問
題
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
た
だ
啓
発
に
し
て
も
、
や
や
極

端
な
面
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
段
階
を
無
視
し
て

「
薬
物
を
使
っ
た
ら
廃
人
に
な
る
」
と
言
わ
れ
て
も
「
い
や
、

な
っ
て
な
い
し
」
と
い
う
感
じ
で...

。
あ
る
い
は
「
社
会
生
活

を
送
る
の
が
困
難
に
な
る
」
と
い
う
け
れ
ど
、
「
社
会
」
が

「
困
難
」
に
追
い
込
ん
で
い
る
と
い
う
側
面
も
あ
る
わ
け
だ
し
、

だ
と
し
た
ら
「
社
会
が
廃
人
に
し
て
い
る
」
と
い
う
言
い
方
も

で
き
る
。

例
え
ば
お
酒
を
飲
ん
で
、
そ
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
効
か
な
く

な
っ
た
人
が
悲
惨
な
結
果
に
な
る
こ
と
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い

け
れ
ど
、
だ
か
ら
っ
て
、
お
酒
を
飲
む
人
全
員
が
「
廃
人
」
に

な
る
わ
け
で
は
な
い
で
し
ょ
？

薬
物
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と

が
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

学
生
へ

髙
橋
：
こ
の
広
報
誌
は
、
学
生
に
も
是
非
読
ん
で
も
ら
い
た
い

と
思
っ
て
制
作
し
て
い
る
の
で
す
が
、
太
田
さ
ん
か
ら
学
生
に

何
か
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
は
あ
り
ま
す
か
。

太
田
：
や
っ
ぱ
り
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
変
え
て
い
く
人
た
ち
だ

と
思
い
ま
す
。
選
挙
の
時
な
ん
か
で
も
若
い
人
に
は
頑
張
っ
て

欲
し
い
と
思
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
で
も
長
い
も
の
に
巻
か
れ
て

し
ま
っ
た
り
、
大
き
な
力
に
は
勝
て
な
い
こ
と
が
多
い
。
だ
か

ら
、
束
に
な
る
し
か
な
い
よ
ね
。
若
い
力
が
団
結
し
て
。

髙
橋
：
そ
う
で
す
ね
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
仲
間
が
い
る
こ

と
の
強
み
を
こ
こ
に
来
る
と
い
つ
も
感
じ
ま
す
。
私
自
身
い
く

つ
か
の
精
神
疾
患
を
抱
え
て
い
て
、
同
時
に
今
の
社
会
に
は
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
や
や
語
弊
の
あ
る
言
い
方
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
私
た
ち
が
何
か
を
「
学
ぶ
」
た
め
に
、
皆
さ
ん
の
回
復

を
場
を
利
用
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と...

。

太
田
：
そ
う
で
す
ね
。
利
害
の
な
か
で
か
か
わ
ろ
う
と
考
え
て

し
ま
う
と
そ
う
な
っ
て
し
ま
う
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
単
に

「
自
分
は
こ
の
人
た
ち
と
か
か
わ
っ
て
み
た
い
」
と
い
う
動
機

で
交
流
す
る
す
る
分
に
は
そ
う
い
う
方
向
に
は
な
ら
な
い
と
思

う
。そ

れ
と
、
「
実
は
私
は
こ
う
い
う
問
題
を
抱
え
て
い
る
ん
で

す
」
と
い
う
こ
と
を
、
こ
こ
に
い
る
人
た
ち
の
な
か
で
語
っ
て

い
く
こ
と
も
大
事
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。
や
り
取
り
の
中
で

「
あ
あ
そ
う
な
ん
だ
」
と
、
つ
ま
り
、
単
に
勉
強
の
た
め
に
来

て
い
る
の
で
は
な
く
て
、
人
と
人
と
の
か
か
わ
り
を
目
的
と
し

て
こ
こ
に
来
て
い
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
が
伝
わ
れ
ば
、
そ
れ
は

全
然
問
題
に
は
な
ら
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

髙
橋
：
そ
う
言
っ
て
い
た
だ
け
る
と
嬉
し
い
で
す
。
ち
な
み
に
、

ダ
ル
ク
の
皆
さ
ん
と
は
月
一
回
の
ペ
ー
ス
で
ア
ク
セ
サ
リ
ー
作

り
の
交
流
を
お
こ
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー

作
り
に
つ
い
て
太
田
さ
ん
は
ど
う
い
う
ふ
う
に
感
じ
て
お
ら
れ

ま
す
か
？

太
田
：
ま
あ
、
楽
し
い
っ
て
言
っ
て
い
る
人
が
い
て
る
ん
で
、

「
あ
あ
、
楽
し
い
ん
や
」
と
（
笑
）

髙
橋
：
こ
の
機
会
に
太
田
さ
ん
も
一
緒
に
ど
う
で
す
か
？

（
笑
）

太
田
：
や
ら
な
い
（
笑
）

髙
橋
：
そ
う
で
す
か
（
笑
）

本
日
は
お
忙
し
い
と
こ
ろ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後

と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

く
つ
か
の
理
由
で

生
き
づ
ら
さ
を
感

じ
て
い
ま
す
が
、

ダ
ル
ク
に
来
る
と

ほ
っ
と
す
る
し
、

学
ぶ
こ
と
も
多
い

で
す
。
一
方
で
、

そ
う
い
う
回
復
の

場
に
私
た
ち
が

入
っ
て
い
く
こ
と

を
、
皆
さ
ん
は
ど

う
思
わ
れ
て
い
る

ん
だ
ろ
う
と
悩
む

▲2019年５月「第２回リカバリー・パ
レード京都」に参加したときのようす

「
薬
物
乱
用
防
止
教
育
」
に
つ
い
て

対
談

（
二
〇
二
〇
年
二
月
十
五
日
）
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梅雨をテーマに、あじさいをイメージしたパ
ンケーキと、作り手の個性があらわれる可愛
らしいてるてる坊主を作りました。

▲鮮やかなあじさいをモチーフに、
ブルーベリーシロップとホイップクリームで
パンケーキを彩りました

▶水玉の布で作った
梅雨も明るく乗り
切れるてるてる坊主

ちなみにブッシュドノエルとは、
クリスマスに作られる、木を模したケーキのことです。

材料を分けたり

12月はクリスマスの企画として

みんなでブッシュドノエルを作りました。

多くの共同作業をこなして

美味しいケーキを作っていきました。

ふわふわの綿を詰めて作ったてるてる坊主に、
ペンで好きな顔や模様
を描きました。

◀表面にフォークで線
を付けたり、周りに
きのこの山を飾って
切り株っぽく工夫！

本学には、大学から程近い福祉施設〈社会福祉法人山城福祉会宇治川福祉の園〉で長年ボランティ
ア活動をおこなってきた〈ボランティアサークル まりも〉という団体があります。今年度からはその活動をＲ
ＥＡＣＨが引き継ぎ、同施設におけるレクリエーションの企画・運営を年3回のペースでおこなっています。

決して頻度は高くないですが、同じ時間を共有し、同じテーブルで食事を楽しみ、同じことで笑い合うと
いう草の根の交流が、これまで続いてきたこと、そして今後も続くであろうということは、それ自体が、この社
会に対する「私たち」なりの積極的な姿勢だと言えるかもしれません。

一緒に演奏を聴いたり、みんなでクリスマスケーキを作ったり...そんなささやかなイベントが、お互いに
とって少しでも幸せな時間になることを願って日々活動しています。（髙橋）

▶クリスマスのイラストが
描かれたぬり絵も塗って
いただきました。そして、
ケーキに刺して飾るピッ
クとして利用しました！

クリームを泡立てたり

チョコレートを
湯煎で溶かしたり

▶ちゃんと厚みのある
パンケーキが上手に
焼けました！

てるてる坊主づくり

パンケーキづくり



障がいに関する知識はほとんどありませんが、ボランティアに参加しています。最初は上手く立ち回

れるかがとても不安でしたし、実際レクリエーション中に失敗してしまうこともありました。それでも、
職員の方が優しくフォローやアドバイスをして下さるため、安心してボランティアに取り組むことがで
きています。

12月に企画した「ブッシュドノエル作り」では、チョコレートクリームを作るのが難しく手こずって
しまいました。ですが、苦戦しながらもみんなで楽しみながら笑ってケーキを作れたことが印象に残っ
ています。今までは、上手く出来るかという尺度で物事を考えていましたが、順調にいかなくても過程
を楽しみながらできることが一番良い結果なのではないかと思うようになりました。（竹松）

マラカス作りからの参加型演奏会という
ことで、利用者さんの楽しさが増してい
るように感じたので、素敵なコラボが実
現できていたと思います。

椅子を円形にセッティングし
たことで、皆さんの様子が見
えて、広々とダンスや交流が
できてよかったです。演奏中
も、マラカスをたくさ振って
もらえて、一緒に盛り上がり
楽しめたと思います。

マラカスを振ったり、ダンスをすることで、利用者さんも参
加できるという形で全員が楽しんでできたのではないかと思
います。貴重な経験になりました、ありがとうございました。

◀レクリエーション当日に
実際に作ったマラカス

ペットボトルやプラス
チックカップに、カラフ
ルな砂を入れ、マスキン
グテープやぬり絵を貼っ
てオリジナルマラカスを
作りました。

音楽を耳元で聞いて貰って喜んで貰えたの
が凄く嬉しかったです。演奏とは自分自身
のためだけでなく聴いてくださる人のため
にもあるものだと改めて思いました。

演奏会では、京都文教大学の民族音楽クラブ「民音之
会（たみおとのかい）」のみなさんにご協力いただき、
アイルランド（アイリッシュ）音楽と、南米のフォル
クローレ音楽を楽しく紹介をしていただきました。

「ジョン・ライアンズ・ポルカ」という曲では、みん
なで輪になって踊りながら音楽を楽しみました。
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編

集

後

記

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
採
択
か
ら
約
一
年
、
広
報

誌
の
編
集
を
通
し
て
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
あ

ら
た
め
て
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
や
は
り
感
慨
深

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
活
動
は
文
字
通
り
手
探
り

の
連
続
で
、
反
省
点
や
課
題
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
と
は
い
え
、
こ
こ
ま
で
何
と
か
歩
ん
で
こ
ら

れ
た
の
は
、
ひ
と
え
に
、
私
た
ち
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｈ
の

活
動
を
温
か
く
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
の
お

か
げ
で
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
足
時
に
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｈ
と
の
連

携
を
快
諾
し
て
く
だ
さ
り
、
こ
の
一
年
間
様
々
な

ご
協
力
を
し
て
い
た
だ
い
た
特
定
非
営
利
活
動
法

人

京
都
ダ
ル
ク
の
皆
様
、
な
ら
び
に
社
会
福
祉

法
人

山
城
福
祉
会

宇
治
川
福
祉
の
園
の
皆
様
に
、

あ
ら
た
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
ブ
ラ
イ
ン
ド
カ
フ
ェ
の
趣
旨
に
ご
賛
同

い
た
だ
き
、
開
催
を
後
押
し
し
て
い
た
だ
い
た
キ

ト
ゥ
ン
カ
ン
パ
ニ
ー
の
岩
井
様
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

を
快
く
引
き
受
け
て
く
だ
さ
り
、
い
つ
も
温
か
く

見
守
っ
て
く
だ
さ
る
松
田
美
枝
先
生
、
イ
ベ
ン
ト

を
一
緒
に
つ
く
っ
て
く
れ
た
Ｆ
ｅ
ｅ
Ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
、

民
音
之
会
の
皆
さ
ん
、
研
修
を
受
け
入
れ
て
く
だ

さ
っ
た
研
修
先
の
皆
様
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
採
択

に
か
か
わ
っ
て
お
ら
れ
る
審
査
員
の
皆
様
を
は
じ

め
と
し
た
京
都
文
教
大
学
地
域
連
携
学
生
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
関
係
者
の
皆
様
、
私
た
ち
の
活
動
を
全

面
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
京
都
文

教
大
学
フ
ィ
ー
ル
ド
リ
サ
ー
チ
オ
フ
ィ
ス
の
皆
様
、

江
崎
さ
ん
、
そ
し
て
、
こ
の
一
年
間
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｈ

の
活
動
に
か
か
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
す
べ
て
の
皆

様
に
あ
ら
た
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
と
も
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｈ
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

（
髙
橋
・
竹
松
）

発足して間もないプロジェクトですので、現在の取り組みに加え、少しづつ活動の幅を広げ
ていくことも検討しています。私たちと一緒に、新しい地域のカタチを考えてみませんか？
REACHメンバーは、あなたと一緒に活動できることを楽しみにしています。

E-mail：reach2019@stu.kbu.ac.jp   

Twitter：@KBU_REACH

◆◆アドバイザー教員より

共同代表のお二人とは、彼らが所属する心理学サークルの自主勉強会でアディクションの問題を取り上
げる時に呼んでもらったり、私がコーディネートする公開講座に参加してくれたり、元々双方向のやり取り
がありました。そのような中で、彼らが地域連携学生プロジェクトを立ち上げることになり、アドバイザー教
員になって欲しいと言われたので、二つ返事で引き受けました。学生生活の中で何かやりたいとくすぶっ
ていた彼らですので、REACHの活動を始めたことで、文教での生活や授業などに対するモティベーショ
ンが全般的に上ったように思います。

REACHの活動の魅力は、草の根的にいろいろな立場の方々とつながっていくところかと思います。薬物
依存、視覚障がい、知的障がい、その他の困難を抱える多様な方々と日常的な交流を行う中で、大人た
ちが張り巡らせている心のバリア（障壁）を越えて相互理解を深めていく、先進的で理想的な形だと思い
ます。ある精神障がい当事者の方から「彼らはこの活動をすることで単位が下りるんですか？ それとも資
格が取れるんですか？」と聞かれたので「どちらもありません」とお答えすると「それはすごい！意識高い
系ですね！」と感動されていました（笑）。本当にすごいと思っています。

京都文教大学臨床心理学部
臨床心理学科准教授 松田美枝

お気軽にお問い
合わせください

15

◆◆

REACHでは随時新メンバーを募集しています。関心のある
取り組みがひとつでもあれば、一部の活動から参加するこ
ともできます。各々が出来る範囲で無理せず活動していけ
たらと思っています。所属・年齢などは一切問いません。
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E-mail：reach2019@stu.kbu.ac.jp    

Twitter：@KBU_REACH

地域連携学生プロジェクト事務局
京都文教大学・短期大学 社会連携部 フィールドリサーチオフィス

TEL：0774-25-2630（平日 9:00～19：00）


